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1.混気ジェットシステムの特徴とPSPC用実用機

１-１　混気ジェットシステムの特徴

　　　

・1台の装置でブラスト作業（目粗し、塗膜剥離）と　　　　
　洗浄作業が可能

・粉塵が出ない⇒作業環境の改善／屋外作業が可能

・戻り錆びが出ない

・水量及びメディア（研掃材）量が少量⇒産廃量の低減

・従来の水ブラストに比較して低圧⇒操作容易

H18年度　　　　　　 F　S

H19～20年度　　 　　　　　　PSPC用基礎研究　（日本財団殿　支援）

H21～22年10月　　　　　　　PSPC実用化研究 （NK殿　共同研究スキーム）

H22年11月～H23年10月　 修理船用開発　　　（NK殿　共同研究スキーム）
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2.1　混気ジェットの洗浄・ブラスト原理

洗浄

汚れ水滴
空気膜

ノズル
空気

高圧 水ポンプ
水 +　空気

メディア

表面
粗度水+空気

水+空気＋メディア
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１-３　ＰＳＰＣ用混気ジェット

モーター
高圧水ポンプ メディアタンク

メディアホッパー

実用機　外観
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処理前

処理後

　混気ジェットによるPSPC下地処理結果

健全ショッププライマ ヒューム 突合溶接ビード 三差部溶接ビード

高圧水洗浄 混気ジェットブラスト
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PSPC用　下地処理写真集

PSPC適合証書
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２．修繕船用混気ジェットシステムの開発

新造船ＰＳＰＣと修繕船外板処理の違い

　　　　　　剥離する塗膜が厚い

　　　　　　短時間で処理（短ドック期間）　

　　　　　　　　

目標　

　ドライブラスト並の作業性

　　　空気圧：　７．０kg/㎡以下

　　　　メディア量、　水圧、ノズル径、

　　　　ノズル長さ　を変化し最適値

剥離性能

エア圧力

エア量

メディア量

メディアサイズ

メディアの種類水量

水圧

剥離性能

エア圧力エア圧力

エア量エア量

メディア量メディア量

メディアサイズメディアサイズ

メディアの種類メディアの種類水量水量

水圧水圧

２－１　開発目標
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２-２　開発スケジュール
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２－３　予備試験　 (＃２平成２２年１０月）　

エポキシ樹脂塗膜剥離試験現状能力の把握

ＮＯＶＡ２０００　４００μ 混気ジェットによる
剥離後

結果

１．ノズル長さの最適値が得られた

２．装置の圧損改善の必要性

ドライブラストによる
剥離作業
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　予備試験　(＃３平成２２年１１月）

　装置改善後のエポキシ塗膜（NOVA2000　450μ）剥離能力把握　

剥離試験用モデル 剥離後のモデル

結果

１．圧力損失改造効果が確認された

２．メディア量は5．2kg/分でドライと同等の剥離性能

　　　　　　　　0.06h/㎡
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２．４　修繕用混気ジェットシステム能力確認

１）塗膜剥離性能系統試験実施　　　(平成２３年３月）

変化させたパラメータ　　　合計１２ケース

　　　水圧　　　　　　 （７５，１００MPa）

　　　メディア吐出量（３，４，６kg/分)

　　　ノズル径 （１１mm、14mm）

２）結果

　①14mm径が剥離能力は高い

　②塗膜厚の影響が剥離能力には大きい

③膜厚340μ、75MPa、14mm径、メディア3.3kg/分にて

　　剥離能力　0.069　h/㎡　　サンドブラストと同等　
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２．５　実船適用による能力確認

適用船：作業台船　喫水線上　　70㎡　平均膜厚370μ

　　　　　　　　　　　　 喫水線下　105㎡　平均膜厚350μ

平成23年4月20日
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結　　果

　　　　平均能率　０．０２５　h/㎡（１ノズル当り）

　　　　メディア　　　平均使用量　　７．５kg/㎡

改善点：メディアタンクの容量増　→　混気ジェットMarkⅠ
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２．６　一般公開

平成23年7月6日
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外板前面　作業 船底　　　　作業

塩分濃度計測

作業前　71.1mg/㎡ 作業後　31.7mg/㎡

平均能率　０．０１５h/㎡（１ノズル当り）

メディア　　　平均使用量　　４．２kg/㎡

結　果
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３－１　塗膜剥離性能（総剥ぎ）

３．混気ジェット性能評価
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３－２　メディア使用量（総剥ぎ）
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Media tank

water

air

HP

C
o
n
tro

l　

p
an

e
l

φ3  
200V

　　　　75MPa
Fume cleaning　
nozzle

　　　8Mpa
Cleaning nozzle

35MPa（New　building　ship）
75MPa（Repair　ship ）

　　　　　　Blast nozzle

４．混気ジェット　Mark Ⅰ
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混気ジェットMarkⅠ主要目
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混気ジェットMarkⅠ ４０３５TT　（２ノズル型）

　　2.32mｘ1.62mｘ2.1m　
　1.8ton(タンク別置型)

４０３５S　（１ノズル型）

　　1.65mｘ1.30mｘ2.2m　
　　1.8ton(タンク一体型）
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メディアタンク(別置型）　
Mark Ⅰ　2ノズル型　用

2.3m　x　1.1m　x　2.2m　約1.30　tonm
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溶接ﾋﾞｰﾄﾞ目荒し　11ｍｍ

塗膜剥離　14ｍｍ

高圧洗浄　75Mpa

低圧水洗　１０Mpa

高圧水洗　35Mpa

ｴｱｰﾌﾞﾛｰ

各　

種　

ノ　

ズ　

ル
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５．メディア

カッパースラグに防錆顔料を混合した特殊メディア＊

　の電気防食効果により戻り錆を防止

製造ライン

＊）:特許取得済

2段式篩い機

攪拌装置
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メディア粒度分布

メディア粒度分布
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６．排水処理

ブラスト/洗浄水

真空回収装置で回収

バキュ－ムコンベア
ピット又は一時保留タンク

沈殿　排水 残宰　産業廃棄物
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７．　騒　音　データ

NO.1　ノズルから10ｍ　　NO.２　ノズルから10ｍ　遮蔽板有り

OCTAVE BAND SOUND PRESSURE LEVEL
KONKI JET 7.5
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計測器　ＲＩＯＮ　NA-60

遮蔽版　　　　約１５～20db(A)低下
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油送船外板総剥ぎ

ブラスト面積　　580㎡　

膜　　厚　　　　　600μ～1200μ　

ノズル径　　　　１１ｍｍ、１４ｍｍ各　１

ブラスト能率　　　　　　　　
　　　　　　　0.070ｈ/㎡

総能率　　 0.107ｈ/㎡

メディア使用量　　　　　　
　　　　　　　17.4kg/㎡

８．混気ジェット適用例
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陸上鋼構造物

素地調整

1種ケレン(Sa2.5)
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航空機エンジンコンテナ

面積　　２０㎡　総剥ぎ

１１ｍｍノズル　35MPa

メディア吐出　　2kg/分

ブラスト能率　0.064/㎡

メディア使用レート　7.7kg/㎡
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作業　台船

施工面積　　　　 　　　434㎡

能率　　　　　　　　0.046h/㎡　

メディアレート　　　2.9kg/分

メディア使用率　　8.1kg/㎡　　
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　　　　　　参加メンバー

株式会社　アイ・エイチ・アイ・アムテック

シブヤマシナリ株式会社

内海造船株式会社

三上船舶工業株式会社

中国塗料株式会社

一般財団法人　日本海事協会（ClassNK)

一般財団法人　日本船舶技術研究協会（JSTRA)

本研究は，一般財団法人 日本海事協会の「業界要望による共同研究」のス
キームにより研究支援を受けて実施致しました。

ご清聴　ありがとう御座いました
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